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１． 電波が医療機器へ与える影響 

携帯電話の普及に伴い、その電波の医

用電気機器への影響が懸念されたことか

ら、平成 9 年、総務省と関係省庁・関係

団体で構成される「不要電波問題対策協

議会」は、携帯電話を診察室、手術室や

集中治療室等へは持ち込まないことや、

心臓ペースメーカから 22cm 程度以上離

すことを推奨する『医用電気機器への電

波の影響を防止するための携帯電話端末

等の使用に関する指針』を策定した。 

これを受け、多くの医療機関では携帯

電話の利用を禁止する措置が取られ、ま

た，電車内での携帯電話の利用マナーと

して「優先席の付近では携帯電話の電源

を OFF」というルールが全国に普及した。 

一方、比較的強い電波を出す第 2 世代

携帯電話サービスが平成24年7月で終了

し、3 分の 1 程度の弱い電波で通話でき

る 3 世代携帯電話サービスに移行した。

そこで総務省では、国際規格や総務省の

調査等を基に、平成 25 年 1 月、携帯電話

とペースメーカ等の植込み型医療機器と

の離隔距離を 15cm 程度以上へと指針を

緩和し、更に平成 27 年 8 月にはペース

メーカや除細動器以外の植込み型医療機

器等についても対象に追加した[1]。 

こうした指針の変更や、スマートフォ

ンの普及など社会の変化を受け、優先席

付近での携帯電話利用マナーについても

「『混雑時には』携帯電話の電源を OFF」

とするように変わってきている[2]。 

 

２． 携帯電話利用の推進 

昨今、医療機関内でも、関係者の連絡

手段として、また、利用者の利便性の向

上のため携帯電話の利用ニーズが高まっ

ている。「電波環境協議会」（前：不要電

波問題対策協議会）では、平成 26 年 8 月、

『医療機関における携帯電話等の使用に

関する指針』を新たに策定、公表した[3]。

この指針では、携帯電話の全面的な禁止

ではなく、エリア毎に適切に利用ルール

を設定することを推奨している。 

 

３． 電波利用の推進 

また、医療機関においては携帯電話に

加え、医用テレメータや無線 LAN といっ

た無線機器の利用が増加する一方、無線

の利用に関わるトラブルも発生している。 

具体的には、医用テレメータ、無線 LAN

や携帯電話の利用に関するトラブルが多

いことから、それらの事例や対応策、適

切に管理するための体制の在り方などに

ついて、電波環境協議会の「医療機関に

おける電波利用推進部会」において検討

が進められ、平成 28 年 4 月、『医療機関

で安心・安全に電波を利用するための手

引き』として公表された[4]。 

 

４． 今後の取組 

総務省では、厚生労働省や電波環境協

議会等の関係機関と連携を図り、手引き

の周知を強化するとともに、医療機関に

おける安心・安全な電波利用について更

に推進方策を検討することとしている． 
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